
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページをご覧ください 日本共産党豊田市議団 

② 

奨
学
生
採
用
予
定
人
数
、
応
募

人
数
、
採
用
人
数
の
状
況 

③ 

奨
学
金
給
付
対
象
の
拡
充 

 

（
４
）
公
共
交
通
に
お
け

る
学
生
支
援 

① 

高
校
生
・
大
学
生
等
の
公
共
交

通
利
用
へ
の
支
援
の
考
え
方
と

施
策 

② 

通
学
に
必
要
な
バ
ス
の
増
便
、

ダ
イ
ヤ
改
正
等
に
よ
る
利
便
性

向
上
の
考
え 

    

① 

若
年
層
・
女
性
の
人
口
減
少

の
根
拠
・
転
入
転
出
状
況
と

そ
の
要
因 

 

（
２
）
定
住
に
向
け
た

支
援 

① 

家
族
形
成
期
支
援
住
戸
の
目

的 

② 

家
族
形
成
期
支
援
住
戸
の
応

募
・
入
居
状
況
と
今
後
の
方

向
性 

③ 

貸
住
宅
借
り
上
げ
、
家
賃
支

援
制
度 

 

（
３
）
学
び
続
け
る
た

め
の
支
援 

① 

本
市
奨
学
金
制
度
の
内
容 

（
１
）
こ
ど
も
園
に
お
け

る
ク
ラ
ス
数
の
変
化 

①
公
立
こ
ど
も
園
に
お
け
る
ク
ラ

ス
数
の
変
化 

② 

保
育
士
職
員
の
増
減 

 

（
２
）
正
規
保
育
士
の
配

置
の
考
え 

①
会
計
年
度
任
用
職
員
の
有
資
格

の
配
置
に
つ
い
て
の
考
え 

②
複
数
体
制
に
よ
る
正
規
保
育
士

の
配
置 

③
保
育
士
配
置
基
準
の
さ
ら
な
る

見
直
し 

豊
田
市
議
会
３
月
定
例
会
が
２
月
２
１
日
に
開
会
。
会
期
は
、
３
月
１
９

日
ま
で
の
２
７
日
間
で
す
。
日
本
共
産
党
の
根
本
み
は
る
市
議
は
一
般
質
問

で
市
民
の
声
を
も
と
に
市
政
に
提
起
し
ま
す
。
質
問
の
概
要
を
お
伝
え
し
ま

す
。
（
傍
聴
お
よ
び
、
ひ
ま
わ
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
市
議
会
中
継
、
ラ
ジ
オ
な

ど
で
視
聴
で
き
ま
す
。
） 

午
後 月 

 

日
（
木
） 

時
頃 

根

本

み

は

る

市

議 

午
後
の
１
人
目 

（
１
）
人
口
減
少
の
状
況 

第
９
次
豊
田
市
総
合
計
画
の

ミ
ラ
イ
実
現
戦
略
２
０
３
０
で

は
、
人
口
構
造
の
変
化
と
し
て
、

「
１
５
歳
か
ら
３
９
歳
ま
で
の

社
会
動
態
で
は
、
外
国
人
人
口
は

社
会
増
加
、
日
本
人
人
口
は
社
会

減
少
と
な
っ
て
い
る
」
「
総
人
口

で
は
、
女
性
人
口
の
減
少
が
男
性

人
口
の
減
少
を
上
回
っ
て
い
る
」

と
し
て
い
る
。 

 

人
口
減
少
と
定
住

に
つ
な
が
る
支
援 

こ
ど
も
の
育
ち
を
保

障
す
る
保
育
へ 

場所：Ｔ‐ＦＡＣＥ A館 9階 
  市民活動センターホール 
 

第 1部 再審法について学びます。 
豊田市議会、みよし市議会で 
意見書が採択されました。 

第 2部 
支部総会 
 

主催：日本国民救援会豊田みよし支部 

  ３月議会日程（一部） 

2/21（金）開会 

2/25（火）代表質問 

2/26（水）～2/28（金） 
    一般質問 
（スペースの関係で日程の一部です） 

豊田民報の

記事は、こ

ちらからも

読めます 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すやま初美 
参院選愛知予定候補 

日本共産党豊田市議団へのメールは、ホームページからお送りください 

３日行動

場所：豊田市駅東口デッキ 
主催：豊田革新懇 

◆法律相談は弁護士が第３土曜日（３月） 

       午前 10時～12時で 

◆生活相談は随時、根本議員が応対。 

◆法律相談は要予約。お申し込みは 

◆日本共産党西三河地区委員会まで 

      ☎ 0564-23-2785 

◆生活相談は市委員会まで 

      ☎ 0565-34-4772 

 

開場：１２；００ 

場所：キラッとよた 22会議室 

(豊田産業文化センター 2階) 

現地の様子を視聴します 

 

主催：豊田みよし原水協 

被災 71年 2025年 3・1ビキニデーは、「核のタブー」を世界に築き上げてきた日本被団協のノー

ベル平和賞受賞を祝い、現在、世界が直面している危機を打開し、被爆 80 年を核兵器のない世界

と非核平和の日本を実現する決意と行動に踏み出す場です。同時に、核兵器禁止条約が発効し、核

実験被災者への救援や環境汚染の回復が国際法上の問題となっているもとで、70 年以上にわたっ

てビキニ水爆などの被害を隠蔽し、健康調査も謝罪も補償もせず放置し続けている日米両政府の責

任を明らかにし、すべての被害者の救済を求め、世界の核実験被害者との連帯を築きます。 


